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今 月 の トォフ

月

　「14 日の晩な もぐら打ち ･･」と元気
に口上を唱えながら打ち棒で地面を叩
く園児たち。１月 14 日、大川内保育
園で『もぐら打ち』がありました。子
どもたちは、地元老人クラブの皆さん
と一緒に打ち棒を作るなど、楽しみな
がら新春の伝統文化を学びました【13
ページに関連記事を掲載しています】。

広 報
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特 集　市民相談
　　　 こんな相談窓口があります

　『悪質商法の被害にあったようだ』、『亡父の財産を相
続したい』、『不当な嫌がらせやいじめを受けている』な
ど、日々の暮らしの中で起きる、さまざまなトラブルや
心配ごとを抱えているが、どこに相談したらいいか分か
らずに、困っている人はいませんか。市では、このよう
な人たちのために多くの相談窓口を設け、市民の皆さん
を対象に相談を受け付けています。
　今回の特集では、各種相談窓口を紹介するとともに、
消費者から多く寄せられている相談の事例と対処方法な
どを紹介しながら、どのようなことに注意したり、心掛
けたりする必要があるのかを『だまされないちゃん』と
一緒に考えていきましょう。だまされないちゃん

佐賀県くらしの安全安心課
マスコットキャラクター

　あなたは、日常生活の中で『お
かしいな』、『困ったな』と思った
ことはありませんか。
　市にはいろいろな相談窓口があ
りますので、これから紹介してい
きますね。

● 問合先　情報広報課市民サービス係（ ☎㉓２１３３）
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◆行政相談
　● 日　時　　毎月第３金曜日

　　　　　　　午前９時～正午

　● 相談員　　総務大臣委嘱の行政相談委員

● 相談内容　国など行政への要望、意見、苦情や

暮らしの中で起こる相談

◆法律相談
　※ 予約が必要（☎㉓２１３３)
　● 日　時　　毎月第２・４水曜日

　　　　　　　午前 10 時～午後３時

　● 相談時間　１人 20 ～ 25 分

　● 相談員　　弁護士(佐賀県弁護士会唐津部会所属)

● 相談内容　法的なもの ( 離婚、相続、売買、賃

借問題など民事事件の法律全般 )

◆司法書士相談
　※ 予約が必要（☎㉓２１３３)
　● 日　時　　毎月第１木曜日

　　　　　　　午前 10 時～正午

　● 相談時間　１人 30 分

　● 相談員　　司法書士

● 相談内容　土地・建物の登記、相続、金銭トラ

ブルなど

◆公証人相談
　※ 予約が必要（☎㉓２１３３)
　● 日　時　　毎月第３木曜日

　　　　　　　午前 10 時～午後３時

　● 相談時間　１人 40 分

　● 相談員　　公証人 ( 唐津公証役場 )

● 相談内容　遺言の作成に関する事項、相続など

◆不動産相談
　● 日　時　　毎月第２木曜日

　　　　　　　午前 10 時～午後３時

　● 相談員　　㈳佐賀県宅地建物取引業協会

● 相談内容　不動産 ( 業者、契約、報酬、借地借

家、手付金、登記、ローン、価格など )
に関すること

◆年金相談
　※ 唐津年金事務所に予約が必要

（☎０９５５　 ５１６１)

　● 日　時　　毎週金曜日

　　　　　　　午前９時 30 分～午後３時

　● 相談員　　唐津年金事務所職員

● 相談内容　年金に関すること

　● 場　所　　市役所１階の面接室 ( 市民ロビー前 )

◆人権相談
　● 日　時　　毎月第１・３火曜日

　　　　　　　午前 10 時～正午

　● 相談員　　人権擁護委員

● 相談内容　家庭内のもめごと、近隣のトラブル、

女性や子どもに対する虐待・差別、
いじめなどの人権問題

　※ 佐賀地方法務局伊万里支局（☎㉓２４９２）
でも相談できます。

　● 日　時　　月～金曜日

　　　　　　　午前８時 30 分～午後５時 15 分

◆消費生活相談（伊万里市消費生活センター）
　● 日　時　　月～金曜日 ( 祝日は除く )

　　　　　　　午前 10 時～午後４時

　● 相談員　　消費生活相談員

● 相談内容　悪質商法 ( 身に覚えのない商品の送

りつけなど ) や訪問販売などの契約
トラブル、インターネットトラブル、
借金問題など

　※ 電話相談（☎㉓２１３６) もできます。
　※ 土・ 日 曜 日、 祝 日（ 午 前 ９ 時 ～ 午 後 ５ 時 ）

は、佐賀県消費生活センター（☎０９５２㉔
０９９９）でも相談できます。

　『３日前に、注文した
覚えがない健康食品が
送られてきた』。このよ
うなときは、どこの窓
口に相談したらいいの
かなあ。

相談窓口一覧

■場所は、１階の市民相談コーナーです。
　※ 年金相談のみ１階の面接室（市民ロビー前）
■祝日や相談員の都合で、相談日時を変更することがあります。
■毎月発行の広報伊万里や伊万里ケーブルテレビでも相談窓口

や開設日などをお知らせしています。

　　特集　市民相談　こんな相談窓口があります

72

　ここでは、市で開設している相談窓口を紹介します。相
談したい内容に合わせて利用してください。なお、秘密は
厳守します。



　
突
然
自
宅
を
訪
れ
た
知
ら
な
い

業
者
に
、
十
分
な
説
明
も
な
く
宝

石
、
指
輪
、
金
貨
な
ど
の
貴
金
属

を
安
値
で
買
い
取
ら
れ
た
。
ま
た
、

『
不
用
品
を
買
い
取
る
』
と
い
う

電
話
が
あ
り
来
訪
を
承
諾
す
る

と
、
実
際
は
貴
金
属
の
買
い
取
り

だ
っ
た
。

[

対
処
方
法]

　
買
い
取
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
が

な
け
れ
ば
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。
い
っ
た
ん
貴
金
属
を
引

き
渡
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
は
で
き
ま
す
が
、
業

者
と
連
絡
が
と
れ
な
い
な
ど
、
ト

ラ
ブ
ル
も
多
く
、
取
り
戻
す
こ
と

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

一
人
で
対
応
せ
ず
に
家
族
や
近
所

の
人
に
同
席
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
業
者
が
自
宅
に
居
座
っ
た
り
、

何
か
出
せ
と
強
く
迫
る
な
ど
、
怖

い
思
い
を
し
た
と
き
は
、
警
察
を

呼
び
ま
し
ょ
う
。
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市
で
相
談
を
受
け
た
相
談

の
中
で
最
も
多
い
の
は
、
消

費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
よ

る
も
の
で
、
平
成
24
年
度
は

４
１
０
件
も
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

『
サ
ラ
金
・
フ
リ
ー
ロ
ー
ン

な
ど
の
多
重
債
務
』
に
関
す

る
相
談
が
最
も
多
く
、
次
に
、

『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

不
当
・
架
空
請
求
』、『
健
康

食
品
』
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
（
下
記
【
別
表
】
参
照
）。

具
体
的
な
相
談
の
内
容
に
つ

い
て
、
そ
の
一
部
を
表
内
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
日
常
生
活
に
お

い
て
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

注
意
し
た
り
、
心
掛
け
た
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
届
い
た

の
で
確
認
す
る
と
、
子
ど
も
が
黙
っ

て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
の
ア
イ
テ
ム
を
購
入

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

[

対
処
方
法]

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
子
ど
も

に
利
用
さ
せ
る
場
合
に
は
、
ゲ
ー

ム
の
内
容
や
課
金
の
仕
組
み
、
利

用
実
態
を
大
人
が
十
分
に
理
解
し

ま
し
ょ
う
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
親
子
で
話

し
合
い
、
親
は
、
そ
の
管
理
を
徹

底
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　「
太
陽
光
温
水
器
が
屋
根
か
ら
落

ち
る
事
故
が
多
発
し
て
い
る
の
で

点
検
し
ま
し
ょ
う
か
」
な
ど
と
言
っ

て
屋
根
に
上
が
り
、
温
水
器
の
取

り
外
し
や
洗
浄
を
行
い
、
そ
の
後
、

高
額
な
屋
根
の
修
理
や
リ
フ
ォ
ー

ム
の
契
約
を
勧
め
て
き
た
。
ま
た
、

布
団
の
ダ
ニ
の
点
検
、
床
下
の
点

検
、
飲
み
水
の
点
検
な
ど
、『
点
検
』

を
口
実
に
消
費
者
宅
を
訪
問
し
、

「
も
う
修
理
で
き
な
い
」、「
早
く
手

を
打
た
な
い
と
危
な
い
」
な
ど
と

事
実
と
異
な
る
こ
と
を
言
い
立
て

る
な
ど
し
て
新
た
に
商
品
を
販
売

し
よ
う
と
す
る
。

消
費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
し
て
い
ま
す

　
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
相
談
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

３
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
最
近
特
に

多
い
も
の
や
増
加
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
事
例
や
対
処
方
法
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【別表】平成 24 年度  消費生活相談　上位７位（年間相談件数 410 件中）

順位 商品・役務名 件数 内　容

1 サラ金・フリーロー
ンなど多重債務  90 多重債務、サラ金、ヤミ金、クレジットカード

など

2 インターネットな
どの不当・架空請求  84 インターネット、携帯電話などによる身に覚えの

ない請求（アダルトサイト、出会い系サイトを含む）

3 健康食品  40 訪問販売などによる高額な健康食品の販売トラ
ブル

4 新聞・書籍・携帯
電話機  26 新聞の契約や中途解約、書籍の電話勧誘販売など

のトラブル

5 家庭用医療器具の
販売  13 訪問販売などによる高額な電気、磁気治療器など

の販売トラブル

6 賃貸アパート・レ
ンタル商品  12 中途解約や退去時の敷金返還、借家の修理などの

トラブル

7

学習教材・当選は
がきなど    5 訪問販売などによる学習教材の販売、当選はがき

などのトラブル

住居品    5 ふとん・ミシンなどに関するトラブル

アクセサリー    5 訪問販売などによる貴金属の次々販売、訪問によ
る貴金属の買取トラブルなど

修理・補修サービス    5 布団の打ち直し・水道管修理などに関するトラ
ブル

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る

相
談
事
例
と
対
処
方
法

点
検
を
口
実
に

販
売
勧
誘
す
る
商
法

事
例
③

子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
の
ト
ラ
ブ
ル

事
例
②

貴
金
属
な
ど
の訪

問
買
取
り

事
例
①

　私たちは日
常 生 活 で は、
どんなことに
注意したらい
いのかしら。
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市
で
は
、
皆
さ
ん
の
日
常

生
活
に
お
け
る
身
近
な
問
題

に
つ
い
て
、
各
種
相
談
窓
口

を
無
料
で
開
設
し
て
い
ま

す
。
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

公
証
人
、
行
政
相
談
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、
消
費
生
活

相
談
員
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
専

門
知
識
を
持
っ
た
経
験
豊
か

な
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
、

皆
さ
ん
に
問
題
解
決
へ
の
糸

口
を
見
つ
け
て
も
ら
う
た
め

の
助
言
を
し
た
り
お
手
伝
い

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

係
で
受
け
付
け
た
各
種
相
談

の
総
数
は
、
７
０
８
件
で
し

た
。
そ
の
中
で
も
消
費
生
活

相
談
は
、
全
体
の
６
割
近
く

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
特
に
高
齢
者

を
狙
っ
た
悪
質
な
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
的

に
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
市

に
も
、『
頼
ん
だ
覚
え
も

な
い
健
康
食
品
が
送
り

つ
け
ら
れ
た
』
な
ど
、
高
齢

者
か
ら
の
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
何
件
か
相
談
事
例

を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、『
何

か
お
か
し
い
な
』
と
思
っ
た

ら
、ま
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

早
め
に
相
談
し
た
こ
と
に
よ

り
、
未
然
に
被
害
を
防
止
で

き
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
相
談
先
が
分
か
ら
な
い
と

き
は
、
市
情
報
広
報
課
市
民

サ
ー
ビ
ス
係
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
担
当
窓
口
へ

案
内
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
相
談
窓
口
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

『困った』、『どうしよう』などの消費トラブルは、早めの相談を

各
種
相
談
窓
口
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

[

対
処
方
法]

　
事
前
に
何
の
連
絡
も
せ
ず
に
不

意
に
訪
れ
て
来
て
『
点
検
す
る
』

と
い
う
業
者
に
は
、
警
戒
し
決
し

て
油
断
し
な
い
こ
と
で
す
。

　
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
期
間
で
あ
れ

ば
契
約
を
解
除

で
き
ま
す
。

　
注
文
し
た
覚
え
が
な
い
の
に

「
注
文
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
と
言
わ

れ
て
健
康
食
品
を
送
り
つ
け
ら
れ

た
。
商
品
と
一
緒
に
現
金
書
留
封

筒
が
送
ら
れ
、
そ
の
後
電
話
な
ど

で
脅
す
よ
う
な
口
調
で
支
払
い
を

迫
ら
れ
た
。

[

対
処
方
法]

　
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
方

的
に
商
品
を
送
り
つ
け
ら
れ
て

も
、
安
易
に
受
け
取
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
受
け
取
っ
て
し

ま
っ
て
も
決
し
て
お
金
を
支
払
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
脅
さ
れ
る
な
ど
恐
怖
を
感
じ
る

よ
う
な
方
法
で
勧
誘
さ
れ
た
場
合

は
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
人
の
ほ
と
ん
ど

が
高
齢
者
で
す
。
家
族
や
周
囲
の

人
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

　悪質商法のトラブルに巻き込まれてしまった場合や巻き込まれそうな場合やクーリン
グ・オフなどについて、専門の消費生活相談員が相談を受け付けています。

● 相談先　　①伊万里市消費生活センター（市役所１階）　( ☎０９５５㉓２１３６)
　　　　　　②佐賀県消費生活センター　　　　　　　　 (☎０９５２㉔０９９９)
　　　　　　③伊万里警察署　　　　　　　　　　　　　 (☎０９５５㉓３１４４)
● 相談日時　①毎週月〜金曜日　午前 10 時〜午後４時
　　　　　　②・③年末・年始を除く毎日　午前９時〜午後５時

　　特集　市民相談　こんな相談窓口があります

情報広報課 副課長
（兼）市民サービス係長

高 田　文 彦　

健
康
食
品
な
ど
の

送
り
つ
け
商
法
の
悪
質
化

事
例
④

　
い
っ
た
ん
結
ん
だ
契
約
は
、
容

易
に
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
す
べ
て
の
契
約
は
、
慎
重
に

行
う
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
を
経
過

し
て
も
販
売
方
法
や
契
約
内
容
に

問
題
が
あ
る
場
合
は
、
解
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
消
費
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
専
門
の
講
師
を
派
遣
し
て
出

前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

や
高
齢
者
の
集
ま
り
、
高
等
学
校

や
社
員
研
修
な
ど
の
場
に
出
向
い

て
、
悪
質
商
法
の
手
口
や
対
処
方

法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

●

テ
ー
マ
・
内
容

▽
契
約
の
基
礎
知
識
、
悪
質
商
法
の

実
態
と
対
策
（
若
者
・
一
般
向
け
）

▽
悪
質
商
法
に
対
す
る
高
齢
者
の

被
害
防
止
（
高
齢
者
向
け
）

▽
高
齢
者
・
障
害
者
の
被
害
防
止

と
早
期
発
見
（
支
援
・
見
守
り

関
係
者
向
け
）

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話

ト
ラ
ブ
ル

●

問
合
先
　
情
報
広
報
課
市
民

サ
ー
ビ
ス
係 

（
☎
㉓
２
１
３
３
）

　
４
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
か
『
契
約
』
を

結
ぶ
と
き
も
注
意
が
必
要
で
す

出
前
講
座
の
案
内



　平成 26 年１月１日現在、伊万里市に住所がある人は、
原則として『申告書』を提出する必要があります。

■ 市・県民税の申告をする必要のない人
▶所得税の確定申告をした人
▶前年中の所得が給与または公的年金のみである人
　（給与支払報告書、公的年金支払報告書が提出されるため）
■ このような人も申告が必要です
▶給与以外の所得（不動産所得や農業所得など）があった

人や医療費控除・寄附金控除などを受けようとする人は、
そのための申告書を提出してください。

▶収入がない人もその旨を申告してください。ただし、市
内に居住している親族の扶養親族になっている場合は申
告の必要はありません。

■ 次の場合は郵送での提出もできます
市・県民税のみの申告が必要な人（確定申告の必要がな
い人）は、郵送での申告ができます。申告書と必要書類
を市税務課あてに送付してください。また、各町公民館
に預けることもできます。

※郵送申告分については、記入した内容について電話で
確認することがありますので、必ず電話番号を記入して
ください。

■ 申告の受付日程・会場について
※申告の受付日程と会場については『申告の手引き』の

12 ページで確認してください。
※『申告書』が不足する場合は、市税務課に連絡するか、

各町公民館に用意している申告書を利用してください。

○記入した市・県民税申告書　　○認め印
○収入金額がわかるもの（源泉徴収票など）
○生命保険料・個人年金保険料・地震および旧長期損害保

険料などの控除証明書
○雑損控除・医療費控除を受けるときは、その領収書や保

険などで補てんされた金額がわかるもの、医療費計算書
○本人や扶養親族が障害者のときは、障害者手帳・療育手

帳または福祉課からの通知書など
○営業、農業、不動産所得がある人は、収支内訳書

　『収支内訳書』の作成や『医療費控除』のための医療費
計算（個人ごと医療機関別）は、事前に作成や計算をして
おいてください。作成などをしていない場合は、申告会場
で、自分で行ってもらいます。
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● 所得税の確定申告
　２月 17 日（月）～３月 17 日（月）
● 贈与税の申告
　２月   ３日（月）～３月 17 日（月）
● 消費税の確定申告
　１月   ６日（月）～３月 31 日（月）

早めの提出をお願いします

申告に必要なもの

申告における注意事項

 税務署からのお知らせ

伊万里税務署での申告受付期間

e-Tax（所得税の電子申告）を利用しての確定申告

　今年も市・県民税の申告時期になりました。市・県民税については、納税者による申告や勤務先からの給与
支払報告などによって皆さんの税額を計算し、納税をお願いすることになります。
　このたび『分かりやすい市県民税申告の手引き』を作成し、この『広報伊万里２月号』と一緒に配布します。

『手引き』２ページのフローチャートにより、市・県民税申告が必要となった人は、『手引き』を参考に『申告書』
を記入し、期限内に提出してください。また、確認のためにも自身の税額について計算をしてみてください。

申告受付期間
２月19 日（水）～３月17 日（月）

正しく、お早めに！

～ 自分で作成、自分で確認 ～

市・県民税の申告
■ 郵送・問合先　税務課市民税係（　 ☎㉓２１４８）　 〒 848-8501 伊万里市立花町 1355 番地１

■市役所での申告受付時間
　平日の午前９時 30 分～午後４時（土・日曜日を除く）
　※ 火・木曜日のみ午後７時までです。
■公民館などでの申告受付時間は、午後３時までです。

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

● e -Tax で確定申告を行うときのメリット
①自宅に居ながら確定申告ができます。
②還付申告が早期に処理されます。
● e -Tax 注意事項
　e -Tax での申告については、住民基本台帳カードが

必要です（市役所市民課で発行できます）。

　個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前年分の
事業所得、不動産所得または山林所得の合計額が 300
万円を超える人に必要とされていた記帳と帳簿書類の
保存が、これらの所得を生ずべき業務を行うすべての
人（所得税の申告の必要がない人を含む）においても、
平成 26 年１月から同様に必要となりました。
　記帳・帳簿などの保存制度や記帳の内容の詳細は、
国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）を、ご
覧ください。

◆問合先　伊万里税務署（☎㉓３１４７）

記帳・帳簿などの保存制度の対象者が拡大



　 　ジェネリック医薬品とは
　ジェネリック医薬品は、最初に作られた薬（先発医薬品）の特許が切れた
後に販売される医薬品です。先発医薬品と同等の有効成分・効能・効果を持
つ医薬品ですが、まったく同一というわけではありません。ジェネリック医
薬品を希望する場合は、かかりつけの医師や薬剤師に相談してください。

　 　対象者
　通知を送付する対象者は、処方された先発医薬品をジェネリック医薬品に
切り替えた場合に、１か月あたり一定額以上自己負担額の軽減が見込まれる
人で、必ずしも全員に送付するわけではありません。
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■申込・問合先　福祉課子育て支援室（　☎㉓２１７４）

■ 問合先  佐賀県後期高齢者医療広域
　　　　　 連合業務課給付係

　（☎０９５２　８４７６）

　専門的な資格取得のため修業する場合に、高等技能
訓練促進費を支給します。また、修業期間の修了後、
入学支援修了一時金を支給します。
● 対象者　児童を養育している母子家庭の母、または
　父子家庭の父で、次のすべての要件を満たす人
①市内に住所を有する人
②児童扶養手当の支給を受けている、または同様の所
　得水準の人
③２年以上の養成期間において、一定期間のカリキュ

ラムを修業し、対象資格の取得が見込まれる人
④過去にこの促進費を受給したことのない人や、同様

の給付金を受けたことのない人
● 対象資格
　２年以上修業する必要があり、資格取得後、当該職
　種への就労が見込まれる専門的な資格
　（例：正看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士、

作業療法士）
● 支給対象期間
▷高等技能訓練促進費…修業期間の全期間（上限２年）
※平成 27 年３月 31 日までに、修業を開始する人に

限ります。
▷入学支援修了一時金…修了を経過した日以降
● 支給額
▷高等技能訓練促進費
　市町村民税非課税世帯　月額　100,000 円
　市町村民税課税世帯　　月額　  70,500 円

▷入学支援修了一時金
　市町村民税非課税世帯　　　　　50,000 円
　市町村民税課税世帯　　　　　　25,000 円
● 申請方法
　事前に問合先まで連絡をお願いします。

　就業に結びつきやすい講座を受講した場合、受講料
の２割を支給します。
● 対象者
　児童を養育している母子

家庭の母、または父子家
庭の父で、次のすべての
要件を満たす人

①市内に住所を有する人
②児童扶養手当の支給を受

けている、または同様の
所得水準の人

③雇用保険の教育訓練給付の受給資格のない人
● 対象講座
　雇用保険制度の教育訓練給付の指定教育訓練講座
　（例：ホームヘルパー、医療事務など）
● 支給額
　対象講座の受講料の２割相当額
　（上限 100,000 円、下限 4,000 円）
● 申請方法
　事前に問合先まで連絡をお願いします。

　母子家庭の母、または父子家庭の父の就職を支援する『母子家庭等自立支援給付金事業』を紹介します。

自立支援教育訓練給付金

高等技能訓練促進費

ガンバるお父さん、お母さんを支援します！

　佐賀県後期高齢者医療広域連合では、現在服用している薬をジェネリック医薬品
（後発医薬品）に切り替えた場合に、薬代の自己負担額がどのくらい軽減するか試算
した差額通知はがきを、『ジェネリック医薬品に関するお知らせ』として、対象の皆
さんに１月 31 日（金）に発送しました。なお、この通知は、ジェネリック医薬品
に切り替えると薬代が安くなる可能性があることを伝えるもので、切り替えを強制するものではありません。

佐賀県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

　 ジェネリック医薬品に切り替えると
　　　　薬代が安くなる場合があります

　 　問い合わせ窓口
　通知書に関する問い合わせは、問い
合わせ専用窓口『国民健康保険中央会
コールセンター』を利用してください。
通知書裏面にコールセンターのフリー
ダイヤルを記載しています。

積極的に
活用を！

64



３
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
県
で
は
、
現
在
市
民
会

館
付
近
ま
で
供
用
し
て
い
る
国
道

４
９
８
号
の
大
坪
木
須
線
の
延
長

工
事
を
平
成
26
年
度
か
ら
始
め
る

予
定
で
、
今
後
、
浸
水
対
策
と
併

せ
て
こ
の
地
域
の
道
路
の
整
備
も

進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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12
月
21
日
、
馬ま

伏ぶ
せ

雨
水
ポ
ン

プ
場
の
建
設
起
工
式
が
松
島
町

の
建
設
予
定
地
で
あ
り
、
市
や

地
元
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
50

人
が
出
席
し
、
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　
馬
伏
雨
水
ポ
ン
プ
場
は
、
木

須
町
馬
伏
川
下
流
域
の
土
地
が

低
く
、
伊
万
里
湾
の
満
潮
時
に

集
中
豪
雨
が
重
な
る
と
、
農
地

や
道
路
が
冠
水
す
る
こ
と
か
ら
、

市
が
、
浸
水
被
害
の
軽
減
を
目

的
に
、
馬
伏
地
区
浸
水
対
策
事

業
（
平
成
21
〜
34
年
度
）
と
し

て
建
設
す
る
も
の
で
す
。

　
満
潮
時
に
は
、
今
回
建
設
す
る

馬
伏
雨
水
ポ
ン
プ
場
に
よ
り
排
水

を
行
う
と
と
も
に
、
上
流
の
藤
の

尾
た
め
池
を
一
時
的
な
貯
留
施
設

と
し
て
整
備
し
流
出
量
の
調
整
を

行
い
ま
す
。

　
事
業
費
は
21
億
６
４
０
０
万
円

で
、
馬
伏
雨
水
ポ
ン
プ
場
建
設
費

は
、
３
億
４
２
６
１
万
５
０
０
０

円
（
い
ず
れ
も
、
う
ち
半
額
は
国

の
補
助
金
）。
馬
伏
雨
水
ポ
ン
プ
場

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地

下
１
階
地
上
３
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
１
１
４
１
平
方
㍍
、
建
築
面

積
４
９
７
平
方
㍍
で
、
平
成
27
年

馬伏地区浸水対策事業計画図

故　 山 下 徳 夫  氏（享年 94 歳）

　
伊
万
里
市
名
誉
市
民
（
平
成
15

年
11
月
〜
）
の
元
衆
議
院
議
員
山

下
徳
夫
氏
が
、
１
月
１
日
、
老
衰

の
た
め
松
島
町
の
自
宅
で
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
。
享
年
94
歳

で
し
た
。
11
日
に
葬
儀
・
告
別

式
が
行
わ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
約

１
８
０
０
人
が
集
ま
り
最
後
の
別

れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
山
下
氏
は
、
若
く
し
て
政
治
の

道
を
志
し
、
昭
和
22
年
５
月
に
佐

賀
県
議
会
議
員
に
初
当
選
し
て
以

来
、
混
迷
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、

地
方
自
治
の
確
立
と
地
域
住
民
の

福
祉
の
向
上
に
奔
走
し
、
昭
和

30
年
に
は
、
国
内
最
年
少
の
県
議

会
議
長
と
し
て
円
滑
な
議
会
運
営

に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
国
政
に
歩
を
進
め
、
昭
和

44
年
12
月
に
衆
議
院
議
員
に
初
当

選
し
て
以
来
、
平
成
12
年
６
月
ま

で
の
30
年
５
か
月
の
長
き
に
わ
た

り
、
国
政
の
枢す

う

機き

に
参
画
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
間
、
運
輸
大
臣
、
総

務
庁
長
官
、
内
閣
官
房
長
官
、
厚

生
大
臣
な
ど
数
々
の
要
職
を
歴
任

し
、
比
類
な
き
手
腕
を
発
揮
さ
れ

る
と
と
も
に
、
伊
万
里
湾
大
橋
の

建
設
や
伊
万
里
人
工
海
浜
公
園
の

実
現
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
市
に

お
け
る
数
々
の
懸
案
事
項
の
解
決

や
郷
土
の
発
展
に
も
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
は
、
山
下
氏
の
遺
徳
を
た
た

え
、『
市
葬
』
な
ら
び
に
『
し
の
ぶ

会
』
を
市
の
関
係
団
体
と
合
同
で

行
い
ま
す
。

● 

日
　
時
　
２
月
28
日
（
金
）

午
前
11
時

● 

場
　
所
　
市
民
会
館

※
市
関
係
団
体
な
ど
に
は
案
内
を

し
て
い
ま
す
が
、
ど
な
た
で
も

参
列
で
き
ま
す
。

※
ご
香
典
、
ご
供
花
、
ご
供
物
な

ど
は
固
く
辞
退
し
ま
す
。

※
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

乗
り
合
わ
せ
る
か
、
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　
秘
書
課

（
☎
㉓
３
３
９
０
）

伊
万
里
市
名
誉
市
民
　
故 

山
下
徳
夫
氏
の

『
市
葬
』
な
ら
び
に
『
し
の
ぶ
会
』
を
行
い
ま
す

地鎮の儀（杭打の儀）を行う黒木裕一郎代表馬伏雨水ポンプ場建設地

馬
伏
雨
水
ポ
ン
プ
場
建
設
工
事
起
工
式

浸
水
対
策
と
道
路
延
長
の
整
備
が
進
み
ま
す

馬伏雨水ポンプ場完成イメージ図

伊万里川

啓成中学校

調整池
（藤の尾ため池）

伊万里中学校大坪木須線
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現
在
、
伊
万
里
有
田
共
立
病
院

の
外
来
は
、
診
察
待
ち
時
間
が
長

く
な
り
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
て
い
る
状
況
で
す
。
待
ち
時

間
が
長
い
原
因
と
し
て
は
、
軽
度

の
疾
患
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
患

者
さ
ん
自
身
が
疾
病
を
判
断
し
て

適
切
な
医
療
機
関
を
選
択
す
る
こ

と
が
容
易
で
な
い
場
合
が
あ
り
、

地
域
の
中
で
も
診
療
科
目
が
多

く
、
高
度
の
医
療
機
器
を
備
え
た

当
病
院
で
の
診
察
を
求
め
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
外
来
が
混
雑
し
て
し

ま
う
状
況
で
は
、
専
門
的
な
治
療

や
入
院
機
能
の
た
め
の
病
院
機
能

を
十
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
急
を
要
す
る

場
合
を
除
き
、
具
合
が
悪
く
な
っ

た
ら
身
近
に
相
談
で
き
る
医
師
を

持
ち
、
必
要
に
応
じ
て
当
院
に
紹

介
を
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
、
西

部
医
療
圏
で
の
地
域
医
療
連
携
体

制
が
必
要
で
す
。

　
現
在
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
医

療
機
関
の
適
切
な
機
能
分
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
適
切
な
機
能
分

化
と
は
、
例
え
ば
初
期
の
診
療
は
、

地
域
の
診
療
所
や
小
規
模
な
病
院

の
か
か
り
つ
け
医
が
担
い
、
総
合

病
院
な
ど
が
高
度
・
専
門
的
な
医

療
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
、
で
き

る
だ
け
適
切
に
役
割
を
分
担
す
る

取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

　
身
体
の
不
調
を
感
じ
た
場
合

は
、
日
ご
ろ
か
ら
継
続
的
に
診
て

も
ら
っ
て
い
る
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
し
必
要
な
指
導
を
受
け
た

り
、
入
院
や
特
別
な
検
査
・
治
療

な
ど
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
入

院
設
備
や
高
度
医
療
機
器
を
備
え

た
総
合
病
院
な
ど
を
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
治
療
や
検
査
を
行
っ

た
後
、
病
状
が
安
定
し
、
通
院
治

療
が
可
能
に
な
れ
ば
、
再
び
か
か

り
つ
け
医
が
診
察
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
医
療

制
度
に
お
い
て
は
、
総
合
病
院
な

ど
と
か
か
り
つ
け
医
が
、
患
者
さ

ん
の
症
状
に
応
じ
て
、
役
割
や
機

能
を
分
担
し
な
が
ら
治
療
に
あ
た

る
仕
組
み
、
病
診
連
携
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
初
診
時
選
定
療
養
費
と
は
、
平

成
18
年
４
月
の
健
康
保
険
法
の
改

正
に
よ
り
、
病
院
と
診
療
所
の
機

能
分
担
の
推
進
を
図
る
た
め
に
厚

生
労
働
省
が
導
入
し
た
制
度
で

す
。
病
床
数
が
２
０
０
床
以
上
の

病
院
で
は
、
他
の
医
療
機
関
か
ら

の
紹
介
な
し
に
受
診
を
希
望
す
る

人
は
、
自
身
の
判
断
で
そ
の
病
院

を
選
択
し
た
も
の
と
し
て
、
定
め

ら
れ
た
医
療
費
の
ほ
か
に
、『
初
診

に
係
る
特
別
の
料
金
（
初
診
時
選

定
療
養
費
）』
を
、
各
病
院
が
自
由

に
定
め
た
額
で
徴
収
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
料
金
徴
収
の
主
な
目
的
は
、
軽

度
の
外
来
患
者
さ
ん
が
集
中
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
医
療
の
質
が
低

下
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
で

あ
り
、
病
院
の
営
利
志
向
を
反
映

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
２
０
０
床
以
上
の
病
床
数
を
有

す
る
病
院
の
う
ち
、
約
８
割
の
急

性
期
病
院
が
初
診
時
選
定
療
養
費

を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

▼
他
院
か
ら
の
紹
介
状
（
診
療
情

　
報
提
供
書
）
を
持
っ
て
い
な
い

　
初
診
の
場
合

①
当
院
を
初
め
て
受
診
す
る
人

②
以
前
に
当
院
を
受
診
し
た
こ
と

は
あ
る
が
、
す
で
に
治
療
期
間

が
終
了
（
治
癒
）
し
て
い
る
場

合
（
前
回
の
症
状
が
い
っ
た
ん

は
治
ま
っ
た
、
も
し
く
は
治
療

を
継
続
し
て
い
な
い
場
合
は
治

癒
と
み
な
し
ま
す
。 

ど
の
程
度

間
隔
が
あ
く
と
治
癒
と
み
な
さ

れ
る
か
は
、
疾
患
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
疾
患
に
よ
っ
て
は
、

最
終
来
院
日
よ
り
１
か
月
以
上

間
隔
が
あ
く
と
治
癒
し
た
と
判

断
さ
れ
る
場
合
あ
り
）

③
前
回
、
患
者
さ
ん
自
身
が
任
意

に
診
療
を
中
止
し
、
改
め
て
受

診
を
す
る
場
合

①
他
院
か
ら
の
紹
介
状
（
診
療
情

　
報
提
供
書
）
を
持
参
す
る
人

②
継
続
受
診
中
の
人

③
緊
急
な
診
療
を
必
要
と
す
る
場

　
合
（
救
急
車
に
よ
る
搬
送
な
ど
）

④
今
回
の
診
療
科
は
初
め
て
だ

が
、
当
院
の
別
の
診
療
科
に
現

在
通
院
し
て
い
る
場
合

⑤
公
費
負
担
医
療
の
受
給
対
象
者

　
の
場
合

こ
れ
か
ら
医
療
が
進
む
べ
き
道

初
診
時
選
定
医
療
費
と
は

料
金
徴
収
の
目
的

料
金
負
担
の
対
象
と
な
る
場
合

初
診
時
選
定
療
養
費
の
負
担
に
つ
い
て

伊
万
里
有
田
共
立
病
院
か
ら
の
重
要
な
お
知
ら
せ

外
来
の
現
状

　
伊
万
里
有
田
共
立
病
院
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
初
診
時
選
定
療
養
費
を
導
入
し
、
初
診
時
に
か
か
り
つ

け
医
か
ら
の
紹
介
状
が
な
い
患
者
さ
ん
は
、
１
０
８
０
円
（
税
込
み
）
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

ぜ
初
診
時
選
定
療
養
費
を
徴
収
す
る
の
か
や
、
負
担
の
対
象
者
な
ど
に
つ
い
て
、
左
記
に
詳
し
く
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
読
ん
で
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
体
制
が
必
要

料
金
負
担
が
不
要
の
場
合

↑今月末で開院から丸２年を迎える伊万里有田共立病院。
　今後も皆さんに愛され信頼される病院をめざします

● 

問
合
先
　
伊
万
里
有
田
共
立
病
院
（ 

☎
㊻
２
１
２
１
）
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人
間
の
運
勢
を
干
支
や
星
座
で

占
い
ま
す
が
、
今
年
の
干
支
は
午
。

牛
の
角つの
が
取
れ
て
『
ウ
マ
』
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

昔
か
ら
牛
や
馬
が
労
働
力
と
し
て

重
宝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
馬

は
、
戦
国
時
代
に
は
『
人
馬
一
体
』

の
活
躍
で
、
戦
い
く
さ
に
は
つ
き
も
の
で

し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
軍

師
官
兵
衛
』
で
も
、
馬
が
登
場
す

る
シ
ー
ン
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
最
近
で
は
、
馬
を
見

る
機
会
は
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ

駐
日
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
使
が
、

馬
車
に
乗
っ
て
宮
中
の
天
皇
陛
下

に
拝は
い

謁え
つ

し
た
の
は
、
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
と
い
う
雑

誌
を
読
ん
で
い
た
ら
、『
天
馬
往
空
』

と
い
う
言
葉
に
出
会
い
ま
し
た
。

松
下
幸
之
助
さ
ん
は
、
こ
の
『
天

馬
往
空
』
の
文
字
を
揮き

毫ご
う

し
、
自

室
に
掲
げ
て
い
た
く
ら
い
こ
の
言

葉
を
気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
松

下
さ
ん
は
、
こ
の
言
葉
に
つ
い
て

尋
ね
ら
れ
、「
馬
が
空
を
飛
ん
で
行

く
ん
や
か
ら
、
え
ら
い
勇
ま
し
い

言
葉
で
、
お
互
い
が
何
の
障
害
も

な
く
、
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
さ
だ
め
し
愉
快

だ
ろ
う
と
い
う
意
味
で
書
い
た
ん

で
す
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
の

言
葉
の
誕
生
に
は
、
次
の
よ
う
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　『
不
況
に
明
け
暮
れ
た
昭
和
40

年
の
大おお
晦みそ
日か
、
松
下
さ
ん
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
審
査
員
と
し

て
出
席
し
、
終
了
後
、
大
阪
行
き

の
最
終
の
飛
行
機
に
乗
る
た
め
急

い
で
羽
田
空
港
に
向
か
い
ま
す
。

天
空
に
飛
び
立
っ
た
と
き
、
新
し

い
年
が
静
か
に
明
け
始
め
て
い
ま

し
た
。
松
下
さ
ん
は
、
ハ
タ
と
膝ひ
ざ

を
打
ち
ま
す
。「
そ
う
だ
、
今
年

は
ウ
マ
年
、
自
分
も
ウ
マ
年
だ
。

ウ
マ
年
生
ま
れ
の
自
分
が
、
ウ
マ

年
が
ま
さ
に
明
け
そ
め
ん
と
す
る

こ
の
と
き
に
、
天
空
高
く
飛
ん
で

い
る
。
こ
れ
こ
そ
『
天
馬
往
空
』

の
図
で
は
な
い
か
。
こ
い
つ
は
縁

起
が
い
い
。
今
年
は
明
る
く
よ
い

年
に
な
る
。『
天
馬
空
を
往ゆ

く
』

よ
う
な
発
展
が
、
き
っ
と
で
き
る

ぞ
」。
そ
う
考
え
る
と
、
勇
気
と

希
望
が
沸
々
と
湧わ

い
て
く
る
の
を

感
じ
た
』
と
い
う
の
で
す
。
そ
の

後
、
松
下
さ
ん
は
、『
経
営
の
神
様
』

と
呼
ば
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
、
成
功
へ
と
導
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
心
の
持
ち
よ
う

ひ
と
つ
で
、
物
事
は
明
る
い
展
開

に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。『
今

年
は
、
き
っ
と
よ
い
年
に
な
る
』

と
の
思
い
が
現
実
に
な
る
う
ま
年

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　『
天
馬
往
空
』

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

市指定ごみ袋 市庁舎エレベータ壁面

広告掲載物
平成 26 年度中に作製する『伊万里市指定ごみ袋』
の『可燃物用（大）』122 万枚（予定）

市役所エレベータ壁面へのポスターによる掲出

規　格 １枠＝縦６㎝ × 横 36 ㎝、青色１色刷り Ｂ３版（横）縦 364 ㎜ × 横 515 ㎜

募集件数 ３枠（左上イラストのとおり） ６枠（右上写真のとおり）

掲載料
（広告料金） １枠 年額 10 万円 １枠 3,000 円（月額）

掲載開始 ９月ごろから店頭にて販売予定 ４月　１日（火）

応募期限 ２月 28 日（金） ３月 14 日（金）

注意事項

● 原則１枠での応募としますが、応募数が少ない
場合は、２枠または３枠の掲載が可能です。

● 応募多数の場合は、広告掲載取扱要領に基づき、
市で選考します。

● 広告枠に空きがある場合は、随時申し込みを受
け付けます。

● 掲出期間は、月単位（６か月間など）となります。
● 応募多数の場合は、抽選となります。

申込・問合先 環境課リサイクル推進係（　 ☎㉓２１４５） 財政課管財係（　 ☎㉓２１１３）

申込方法

　広告掲載取扱要領を読んだうえで、申込書に広告の原稿と納税証明書を添えて応募してください。広告
掲載取扱要領および申込書は申込先に備え付けています。また、申込書は市のホームページからダウンロー
ドできます。
※ 受付後、審査を行います。法令に違反するもの、政治性・宗教性のあるもの、誇大・虚偽のおそれの
　あるものなどは掲載できません。

あなたの会社・団体の事業活動をPRしませんか

③
②

①

④

⑤ ⑥

広告 募集
も え る ご み

行政区
氏　名

伊 万 里 市

広 告 １

広 告 ２

広 告 ３      　　を 　　  します
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２月の町民スポーツ

２月の市民スポーツ

２日（日）
● 大川内町民卓球大会
　午前８時 30 分開会　大川内小学校
● 立花地区アジャタ大会
　午前９時開会　立花小学校
● 伊万里地区卓球大会
　午前９時 30 分開会　啓成中学校
９日（日）
● 東山代町民卓球大会
　午前８時 30 分開会　滝野小学校
● 山代町民卓球大会
　午前８時 30 分開会　山代公民館
● 黒川町軽スポーツ大会
　午前８時 45 分開会　黒川小学校
23 日（日）
● 大坪地区ラージボール卓球・
　ニュースポーツ『アジャタ』大会

　午前９時開会　国見台体育館
３月２日（日）
● 東山代町民ニュースポーツ大会
　午前８時 30 分開会　国見中学校

２日（日）
● 市スポーツ少年団剣道交流大会
　午前９時開会　国見台武道館　
９日（日）
● 市長杯バスケットボール大会
　午前９時開会　国見台体育館
● 西部ガス野球部による中学生野球
　教室
　午前 10 時開会　国見台野球場
14 日（金）〜 16 日（日）
● 郡市対抗県内一周駅伝大会
　県内一円（伊万里市通過：15 日）
　※ 市内の中継所（市民センター前・
　　再スタート 午後０時40分〜、
　　南波多小中学校入口 午後 1 時
　　05 分〜）
16 日（日）
● 伊万里オープンバドミントン大会
　午前９時開会　国見台体育館

市卓球選手権大会
● 期　日　12 月 22 日
● 場　所　国見台体育館
● 成　績（優勝者のみ）
▷一般男子　原　駿悟（敬徳高校）
▷男子 40 歳以上　
　池田徳幸（西有田中学校職員）
▷男子 50 歳以上　
　鈴木政義（伊万里小学校職員）
▷一般女子
　髙野優李奈（伊万里農林高校）
▷女子 40 歳以上
　古川葉子（国見中学校教員）
▷男子ダブルス
　前田壮志・石隈就也（敬徳高校）
▷女子ダブルス
　轟木亜衣（佐賀銀行）
　髙野優李奈（伊万里農林高校）

順 氏　名 所　属 タイム
小学６年　男子の部（２㌔）

① 澁田隆之助 ＩＪＡＣ 07：09
② 廣橋　智也 福富ランナーズ 07：18
③ 百田　仁成 エイドＲＣ 07：20

小学６年　女子の部（２㌔）
① 谷川　実咲 ＩＪＡＣ 07：25
② 山口　　遥 青嶺陸上 07：49
③ 大川　絢湖 ＩＪＡＣ 07：54

小学５年　男子の部（２㌔）
① 溝上　賢伸 伊万里三香 07：05
② 上神　汰仁 伊万里三香 07：18
③ 大久保遥斗 切木陸上 07：18

小学５年　女子の部（２㌔）
① 山添　妃奈 切木陸上 07：22
② 谷口　莉蘭 ＩＪＡＣ 07：39
③ 井上　玲菜 納所ランニング 07：43

小学４年以下　男子の部（２㌔）
① 石丸　瑛二 北波多ＩＲＣ 07：05
② 大川内朋哉 ＩＲＲＣ 07：27
③ 青木　鴻太 浜玉ＭＣ 07：35

小学４年以下　女子の部（２㌔）
① 野口ののか 伊万里三香 07：31
② 原　　夏希 ＩＲＲＣ 07：45
③ 山田　理加 ＩＪＡＣ 07：55

順 氏　名 所　属 タイム
中学　男子の部 ( ５㌔ )

① 井手　孝一 塩田中 16：21
② 鶴田　健太 鳥栖西中 16：26
③ 岡島　慶典 嬉野中 16：41

壮年　男子の部 ( ５㌔ )
① 山口　俊成 青嶺中校区体協 16：25
② 山口　茂幸 山代体協 17：02
③ 牧瀬　光之 二里町体協 17：07

高校　男子の部 (10 ㌔ )
① 四辻　　剛 鳥栖工業高校 30：34
② 坂本　湧太 鳥栖工業高校 30：34
③ 大坪佳一郎 鳥栖工業高校 30：50

中学　女子の部 ( ３㌔ )
① 山下　莉穂 青嶺中 10：53
② 小森　光莉 塩田中 10：53
③ 力武　風花 塩田中 11：24

一般　女子の部 ( ３㌔ )
① 山口有里紗 ひらまつ病院 10：36
② 岡島　明子 立花体協 10：40
③ 橋本　真依 ひらまつ病院 10：47

一般　男子の部 (10 ㌔ )
① キラグ・ジュグナ ひらまつ病院 30：34
② 今泉　正和 ひらまつ病院 30：40
③ 美間坂　斎 鏡体協 30：46

● 

上
位
の
成
績
　

■
女
子
団
体

▽
優
　
勝
　
伊
万
里
高
校
Ｂ

　（
中
尾
有
紀
、
松
永
知
亜
紀
、

　
岩
永
百
絵
）

▽
準
優
勝
　
伊
万
里
高
校
Ａ

　（
坂
本
菜
波
、
藤
瀬
那
津
実
、

　
山
口
夏
帆
）

■
女
子
個
人

▽
準
優
勝
　

　
松
永
知
亜
紀
（
伊
万
里
高
校
）

第 27 回市小学生ミニ
         バスケットボール大会

 期　日　１月 13 日、18 日

 場　所　国見台体育館ほか

期
　
日
　
12
月
15
日

場
　
所
　
国
見
台
弓
道
場

第
15
回
高
等
学
校

　
　   

弓
道
奨
励
射
会離れ直前の構え。緊張感が

ひしひしと伝わってくる

↑男子優勝の立花小学校チーム ↑女子優勝の松浦小学校チーム

新春の伊万里路を選手が駿馬の如く疾走！

第 49 回新春古伊万里ロードレース大会

● 期 日　１月 12 日　● 場 所 　駅通商店街発着コース　● 参加者　750 人



↓熊本県阿蘇市職員が講師を務めた防災講演会の話に耳を傾ける参加者

122014.2

まちの話題

みんなの広場

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
みんなの広場
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

　新春恒例の伊万里市消防出初式が二里小学校グラウンド

で開催されました。この日参加した市内12分団の消防団

員780人は、緊張感の漂う雰囲気の中、通常点検や分列

行進を行い、地域の安全・安心を守る決意を新たにしまし

た。式典終了後は、有田川河川敷で小型ポンプによる100

口一斉放水が行われ、火災や災害がないよう祈願しました。

↑火災がないことを祈りながら６年ぶりとなる一斉放水を行う消防団員

　　　 平成 26 年伊万里市消防出初式安全・安心への誓いを新たに

　災害に備え、住民と市の連携強化や防災意識の高揚を図る

ため、伊万里市災害時初動体制訓練がありました。訓練は、

情報伝達訓練と昨年『わがまち・わが家の防災マップ』を

作成した地区で避難訓練を行い、避難所となった伊万里公

民館では防災講演会などがありました。参加者たちは、日

ごろから災害に備えることの大切さなどを再確認しました。

　　　 伊万里市災害時初動体制訓練日ごろからの備えと早めの行動を

12.141.5

　プロの技術を学び、夢を持つ大切さを感じ

てもらおうと『広島東洋カープ2014少年野

球教室 in伊万里』が国見台野球場で開かれ、

伊万里商業高校出身の迎
むかえ

祐一郎選手、栗原健

太選手、今村猛
たける　

投手の３人が、市内13の少

年野球チーム130人を熱心に指導しました。

参加した球児たちは、目を輝かせながら守備

や打撃のポイントについてアドバイスを受け

たり選手が投げた球を打ったりと、宝物のよ

うな貴重な時間を、真剣に過ごしていました。

　　　 アイテレビから初夢のプレゼント感動！プロ野球選手が指導

↓身振り手振りを使い熱心に打撃の指導を行うなど精力的に動き回っていた迎選手

1.5

正しい捕球体勢を徹底して教え込む栗原選手 間近で投球を見守りながら助言をする今村投手
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第
51
回
市
教
育
研
究
大
会
が
12

月
25
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
市
に

お
け
る
教
育
の
充
実
や
発
展
を
目

的
と
し
て
、
市
教
育
委
員
会
な
ど

が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
日
は
県
内
の
学
校
関
係
者
約

５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
全
国
の
学
力
調
査
で

上
位
に
あ
る
秋
田
県
大
館
市
城
南

小
学
校
と
福
井
県
坂
井
市
丸
岡
中

学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
さ
れ
た
、

樋
渡
正
さ
ん
（
武
雄
市
西
川
登
小

学
校
教
諭
）
と
北
原
成し

げ
ゆ
き之

さ
ん
（
南

波
多
中
学
校
教
諭
）
が
、『
秋
田
県
・

福
井
県
に
み
る
学
力
向
上
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
』
と
題
し
て
、
学

力
向
上
に
向
け
た
先
進
的
な
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、『
こ
れ
か
ら
の
伊
万
里
市

の
学
力
向
上
を
考
え
る
』
を
テ
ー

マ
に
、
こ
れ
ま
で
の
市
で
の
取
り

組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、『
授
業
の
充
実
を
さ
ら
に
図

る
こ
と
』
や
『
家
庭
学
習
を
授
業

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
』、『
小
・

中
学
校
の
連
携
が
大
切
で
あ
り
、

市
全
体
が
チ
ー
ム
と
し
て
「
共
通

実
践
」
を
し
て
い
く
こ
と
』
が
必

要
で
あ
る
な
ど
と
い
っ
た
と
意
見

が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
教
諭
ら
は
、
大
会
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
教

育
と
さ
ら
な
る
学
力
向
上
の
た
め

に
必
要
な
教
育
活
動
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
伊
万
里
市
の
学
力
向
上
を
考
え
る

第
51
回
市
教
育
研
究
大
会
が
開
催

　
　
　

　　

青せ
い

磁じ

桐き
り
も
ん文

香こ
う

炉ろ

　
　
　
　
　
〜 

同
じ
文
様
の
表
現
方
法
に
よ
る
対
比 

〜

　
会
い
に
行
け
る
焼
き
物
⑪  

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
大
川
内
山
で
は
青
磁
鉱
が
採

掘
で
き
、
こ
れ
が
大
川
内
山
に

藩
窯
を
成
立
さ
せ
た
要
因
の
一

つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

青

磁

桐

文

香

炉

は
、

１
７
０
０
～
１
７
４
０
年
代
に

作
ら
れ
た
青
磁
の
鍋
島
焼
で
、

口
径
６
・
４
㌢
、
底
径
５
・
８

㌢
、
高
さ
４
・
９
㌢
の
香
炉
で

す
。
鍋
島
焼
の
最
盛
期
の
作
品

で
、
一
見
す
る
と
何
の
飾
り
気

も
な
い
香
炉
で
す
が
、
器
の
胴

を
中
央
で
上
下
に
二
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
方
法
で

桐
文
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
桐
文
は
、
上
部
が
線

彫
り
、
下
部
が
白
泥
で

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
上
下
の
文

様
で
陰
と
陽
の
対
比
が

で
き
、
観
る
者
に
趣
深

い
印
象
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。

　
文
様
は
、
見
え
づ
ら
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
じ
っ

く
り
と
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
青
磁
桐
文
香
炉
は
、
伊
万
里
・

鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
中
の

『
鍋
島
焼
十
傑
と
輸
出
古
伊
万

里
の
華
』展
で
、２
月
８
日（
土
）

か
ら
６
月
１
日
（
日
）
ま
で
公

開
さ
れ
ま
す
。

　
開
館
時
間
や
入
館
料
な
ど
に

つ
い
て
は
、
伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
☎
㉒
２
２
６
７
）
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

↑福井県の先進事例などを
報告する北原さん

大
川
内
保
育
園
で
お
年
寄
り
と
園
児
が
楽
し
く
交
流

新
春
の
伝
統
行
事
『
も
ぐ
ら
打
ち
』

　
１
月
14
日
、
大
川
内
保
育
園
で

『
も
ぐ
ら
打
ち
』
が
あ
り
ま
し
た
。

も
ぐ
ら
打
ち
と
は
、
打
ち
棒
で
地

面
を
叩
き
も
ぐ
ら
を
追
い
払
い
、

無
病
息
災
や
豊
作
を
祈
願
す
る
も

の
で
す
。
同
園
で
は
、
園
児
が
お

年
寄
り
と
の
交
流
を
深
め
た
り
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
を
学
ん
だ

り
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
こ
の
新

春
の
伝
統
行
事
を
20
年
以
上
前
か

ら
毎
年
、
大
川
内
青せ

い
ら螺
老
人
ク
ラ

ブ
と
と
も
に
続
け
て
い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
は
、
地
元
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
、
青
竹
の
先
に
ワ
ラ
を
巻
い

て
、
打
ち
棒
40
本
を
作
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
大
き
な
輪
に

な
っ
て
「
14
日
の
晩
な 

も
ぐ
ら
打

ち 

こ
な
た
の
う
ち
の 

栄
え
る
よ

う
に 

酒
出
す
か 

餅も
ち

出
す
か 

出
さ

ね
ば
嫁
ご
の 

尻
う
つ
ぞ
」
と
昔
か

ら
伝
わ
る
口
上
を
唱
え
な
が
ら
、

↑難しかったけど、頑張って作りました

自
分
の
背
丈
よ
り
長
い
打
ち
棒

で
、
園
庭
や
近
く
の
畑
の
地
面
を

元
気
い
っ
ぱ
い
に
叩
き
ま
し
た
。
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こ
の
日
は
、
幼
児
か
ら
大
人
ま

で
約
50
人
が
参
加
し
、
学
年
別
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
園
児
や
児

童
た
ち
は
絵
札
を
囲
ん
で
正
座
。

読
み
手
の
声
を
聞
き
漏
ら
さ
な
い

よ
う
じ
っ
と
耳
を
澄
ま
し
、
見
つ
け

た
札
を
「
は
い
」
と
声
を
出
し
な
が

ら
取
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
百
人
一

首
で
は
、
大
人
よ
り
小
学
生
の
参

加
が
多
く
、
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
準
備
さ
れ
た
か
る
た
は
、

市
内
の
名
所
な
ど
が
詠
ま
れ
た
『
伊

万
里
観
光
か
る
た
』
や
、
い
ろ
は

か
る
た
な
ど
約
20
種
類
。
参
加
者

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
る
た
を
使
っ

た
遊
び
を
通
じ
て
、
交
流
を
深
め

な
が
ら
言
葉
の
面
白
さ
や
伝
統
文

化
の
大
切
さ
な
ど
を
楽
し
く
学
ん

で
い
ま
し
た
。

新し
ん
わ
ら藁
の
香
り
に
抱
か
れ
寒か

ん

牡ぼ

丹た
ん

火
の
雨
が
降
ろ
う
と
氷ひ

雨さ
め

が
な
だ
る
と
も

　
わ
れ
ら
が
仲
間
の
絆

き
ず
な

ゆ
る
が
じ

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

永
尾
　
勲

田
中
　
勲

伊
万
里
白
露
短
歌
会

い
つ
ま
で
も

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

お
元
気
で

　
１
月
11
日
、市
民
図
書
館
で
『
新

春
か
る
た
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
昔

の
遊
び
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
文

化
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

『
図
書
館
フ
レ
ン
ズ
い
ま
り
』
が
毎

年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　
図
書
館
フ
レ
ン
ズ
『
新
春
か
る
た
会
』

伝
統
文
化
を
親
子
で
楽
し
く
体
験

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
市
内
の
３
人
の
高
齢
者

に
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
12
月
30
日
、
大
浦
純す

み

子こ

さ
ん
に

井
関
市
民
部
長
か
ら
百
寿
メ
ダ
ル

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
以
前
は
、
洋

裁
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も

仕
事
熱
心
だ
っ
た
純
子
さ
ん
。
食
欲

も
旺
盛
で
、
特
に
お
肉
が
大
好
き
だ

と
い
う
純
子
さ
ん
の
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、『
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
』
だ

そ
う
で
す
。
こ
の
日
は
、
ひ
孫
さ
ん

な
ど
約
20
人
が
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
、
純
子
さ
ん
は
百
寿
メ
ダ
ル
を
掛

け
て
も
ら
う
と
幸
せ
そ
う
な
表
情
を

浮
か
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
１
月
４
日
、
永
田
シ
カ
ヨ
さ
ん

に
塚
部
市
長
か
ら
百
寿
メ
ダ
ル
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
シ
カ
ヨ
さ
ん
は
、

食
欲
も
あ
り
、
今
も
趣
味
の
花
作

り
を
さ
れ
た
り
、
近
所
の
大
黒
様

に
毎
日
歩
い
て
お
参
り
に
行
か
れ

た
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
シ
カ

ヨ
さ
ん
の
長
生
き
の
秘
訣
は
『
何

で
も
食
べ
る
こ
と
』
だ
そ
う
で
、

こ
の
日
は
、
３
人
の
ひ
孫
さ
ん
も

一
緒
に
誕
生
日
を
祝
い
ま
し
た
。

シ
カ
ヨ
さ
ん
は
、
思
っ
た
よ
り
重

大浦 純子さん
（柳井町）

永田 シカヨさん
（二里町大里）

か
っ
た
メ
ダ
ル
に
驚
く
な
ど
、
と

て
も
嬉
し
そ
う
な
様
子
で
し
た
。

　
１
月
７
日
、
野
口
ト
モ
さ
ん
に
塚

部
市
長
か
ら
百
寿
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ト
モ
さ
ん
は
、
数
年
前

に
軽
い
脳の

う
こ
う
そ
く

梗
塞
を
発
症
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
毎
日
リ
ハ
ビ
リ
を

続
け
、
現
在
で
は
か
な
り
回
復
し

て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
以
前
は
、

病
院
で
食
事
を
作
る
仕
事
を
さ
れ
て

い
た
ト
モ
さ
ん
は
、「
野
菜
中
心
の

食
事
を
好
ん
で
摂
っ
て
き
た
こ
と

が
、
長
生
き
の
秘
訣
で
は
な
い
か
」

と
お
っ
し
ゃ
て
い
ま
し
た
。
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
た
親
族
ら
に
囲
ま
れ
、

ト
モ
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
微
笑
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

野口 トモさん
（栄　町）

↑
懸
命
に
絵
札
を
探
す
園
児
た
ち
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１
月
12
日
、
20
歳
の
門
出
を

祝
う
成
人
式
が
市
民
会
館
で
行

わ
れ
、
男
性
３
３
３
人
、
女
性

３
１
６
人
、
計
６
４
９
人
の
新
成

人
が
、
大
人
と
し
て
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
成
人
式
の
企
画
や
運
営
な
ど
を

行
っ
た
の
は
、
各
町
の
新
成
人
を

代
表
し
て
選
ば
れ
た
26
人
の
実
行

委
員
で
す
。
実
行
委
員
は
、
み
ん

な
の
思
い
出
に
残
る
式
典
に
し
よ

う
と
、
昨
年
８
月
か
ら
企
画
会
議

を
６
回
開
催
す
る
な
ど
熱
心
に
話

し
合
い
を
重
ね
、
協
力
し
な
が
ら

準
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

成
人
式
前
日
の
11
日
に
は
、
い
ま

り
夢
み
さ
き
公
園
内
で
、
大
川
内

悟
さ
ん
（
立
花
町
）
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
10
本
の
記
念

植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
は
、
伊
万
里
農
林
高
等
学
校

太
鼓
部
『
至
誠
龍
神
』
の
演
舞
で

幕
開
け
し
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、実
行
委
員
が
制
作
し
た
『
思

祝 
平
成
26
年
成
人
式
　
６
４
９
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

↑
伊
万
里
湾
が
眼
下
に
広
が
る
眺
望
が

よ
い
公
園
の
一
画
に
植
樹
し
ま
し
た

い
出
の
ス
ラ
イ
ド
＆
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
』
の
上
映
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
学
校
毎
に
、
当
時
の

写
真
に
コ
メ
ン
ト
を
付
け
振
り
返

る
と
と
も
に
、
担
任
の
先
生
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
す
る
も
の

で
、
新
成
人
は
、
当
時
を
懐
か
し

み
な
が
ら
、
恩
師
か
ら
の
温
か
い

言
葉
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
成
人
式
実
行
委
員
長
の
山
口
祐

太
さ
ん
（
二
里
町
）
は
、「
み
ん

な
に
と
っ
て
今
日
が
特
別
な
１

日
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
会
場
は
和
や

か
で
華
や
い
だ
雰
囲
気
の
中
、
終

始
祝
福
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
、
新
成

人
は
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で

生
涯
に
一
度
の
特
別
な
時
間
を
心

ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
♥
一
緒
に
お
マ

マ
ご
と
も
し
て
く
れ
る
の
☆
お
つ
け

も
の
や
チ
ョ
コ
も
好
き
だ
け
ど
、
今

は
く
ま
モ
ン
の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
メ
ロ

メ
ロ
☀
キ
ュ
ア
ハ
ー
ト
や
ド
キ
ン
ち

ゃ
ん
に
も
あ
こ
が
れ
ち
ゃ
う
な
ぁ
(^^)

　
保
育
園
の
お
友
達
が
大
好
き
な
恋

羽
ち
ゃ
ん
♬
こ
れ
か
ら
も
お
友
達
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て
ね
✿

★慶
よし

彦
ひこ

・二
ふ

美
み

馨
か

さんの長女

★松浦町梅岩

(　  )堤
つつみ

 恋
こ

羽
はね

 さん
３歳

４か月

↑
あ
で
や
か
な
振
り
袖
に
身
を
包
み
、

華
や
か
に
会
場
を
彩
っ
た
新
成
人

↑
思
い
入
れ
の
あ
る
式
を
終
え
充
実
感

に
満
ち
た
表
情
を
み
せ
る
実
行
委
員

横
よこ

尾
お

 美
み

咲
さき

さん

★
勤
務
先
は
　
テ
ラ
サ
キ
伊
万
里

㈱
に
勤
務
し
て
５
年
目
★
仕
事

を
通
し
て
『
責
任
』
の
大
き
さ

を
感
じ
る
日
々
で
す
♬
こ
れ
か

も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
大
好
き
な
伊

万
里
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
✿

★
好
き
な
食
べ
物
は
　

　
祖
母
の
激
ウ
マ
ま
ぜ
ご
は
ん

(^^)

★
趣
味
・
特
技
は
　
４
歳
の
こ
ろ

か
ら
続
け
て
い
る
日
本
舞
踊
♬

い
ま
は
名な

執と
り

を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
将
来
は
師
範
が
目
標
♪

今
後
も
、
日
本
舞
踊
に
深
く
携

わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
❀

★
休
日
は
　
お
買
い
物
で
す
☀

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は
　

　
一
緒
に
い
っ
ぱ
い
笑
え
る
人
♥

★山代町西分

★うお座・Ｏ型

(22 歳)



す
。
北
方
領
土
と
は
、
択え

と
ろ
ふ捉
島と

う

・

国く
な

後し
り

島と
う

・
色し

こ

丹た
ん

島と
う

・
歯は

ぼ

舞ま
い

群ぐ
ん

島と
う

の

四
島
の
こ
と
で
、
日
本
固
有
の
領

土
で
す
。
一
日
も
早
く
返
還
さ
れ

る
こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

● 

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　（
　
☎
㉓
２
１
２
３
）

　
伊
万
里
ガ
ス
㈱
で
は
、
創
立
50

周
年
を
記
念
し
て
野
球
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
２
月
９
日
（
日
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

午
後
２
時

● 

場
　
所
　
立
花
公
民
館

● 

講
　
演
　

▽
講
　
師
　
杉
本
　
泰
彦
　
さ
ん

　（
西
部
ガ
ス
硬
式
野
球
部
監
督
、

日
本
野
球
連
盟
競
技
力
向
上
委

員
会
委
員
）

▽
演
　
題

　『
野
球
と
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
』

● 

入
場
料
　
無
　
料

● 

問
合
先
　
伊
万
里
ガ
ス
㈱

                  
（
☎
㉓
４
１
９
１
）

　
不
動
産
の
登
記
や
債
務
整
理
、

成
年
後
見
、
遺
言
な
ど
司
法
書
士

業
務
全
般
に
関
し
て
、
司
法
書
士

が
無
料
で
相
談
を
受
け
ま
す
。
な

お
、
予
約
は
不
要
で
、
当
日
は
電

話
相
談
も
行
い
ま
す
。

● 

日
　
時
　
２
月
15
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

● 

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

電
話
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

▽
（
☎
０
９
５
２
㊵
０
０
１
５
）

▽
（
☎
０
９
５
２
㉙
０
６
３
５
）

● 

問
合
先
　

　
佐
賀
県
司
法
書
士
会

　
　（
☎
０
９
５
２
㉙
０
６
２
６
）

　
市
民
活
動
団
体
で
組
織
す
る
、

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い
ま
り
』

で
は
、
設
立
５
周
年
の
記
念
式
典
・

事
業
を
開
催
し
ま
す
。

● 

期
　
日
　
２
月
16
日
（
日
）

● 

場
　
所
　
市
民
図
書
館

● 

内
　
容

▽
記
念
式
典
、『
ま
ち
づ
く
り
大

賞
』
表
彰
式
お
よ
び
活
動
発
表

　
　 

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

▽
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

・
講
　
師
　
加
藤
せ
い
子
　
さ
ん

　（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
吉
備
野
工
房

ち
み
ち
　
理
事
長
）

      

午
後
２
時
40
分
〜
４
時
10
分

▽
団
体
交
流
会

      

午
後
４
時
15
分
〜
４
時
45
分

● 

入
場
料
　
無
　
料

● 

問
合
先
　

　
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

               

（
　
☎
㉓
２
１
１
５
）
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軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

実
際
に
所
有
し
て
い
な
く
て
も
、

廃
車
手
続
き
な
ど
を
３
月
末
日
ま

で
に
行
わ
な
い
と
、
登
録
名
義
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
軽
自
動
車
な

ど
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

や
業
者
に
下
取
り
に
出
し
た
場

合
、
他
人
に
譲
っ
た
場
合
な
ど
は
、

早
め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

● 

届
出
・
問
合
先

①
軽
自
動
車
お
よ
び
１
２
５
㏄
を

超
え
２
５
０
㏄
以
下
の
二
輪
車

▽
佐
賀
県
軽
自
動
車
協
会

（
☎
０
９
５
２
㉚
８
４
４
２
）

②
２
５
０
㏄
を
超
え
る
二
輪
車

▽
佐
賀
運
輸
支
局

（
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
８
２
）

※
①
、
②
は
自
家
用
自
動
車
協
会

　
伊
万
里
支
部
（
☎
㉓
７
１
５
１
）

　
で
も
届
け
出
が
可
能
で
す
。

③
１
２
５
㏄
以
下
の
原
付
バ
イ
ク

お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車
（
ト

ラ
ク
タ
ー
・
乗
用
田
植
機
な
ど
）

▽
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

　
２
月
７
日
は
『
北
方
領
土
の
日
』

で
す
。
ま
た
、
２
月
は
『
北
方
領

土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間
』
で

お
知
ら
せ

県

下

一

斉

無
料
法
律
相
談
会

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか
　子育てに関する悩みや相談を受け付けていま
す。ひとりで悩まずに気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
　簡単な製作などを行います
● 日　時　２月 19 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
● 場　所　市民図書館ホール
②お誕生会（要申込）
　２月生まれの乳幼児とその保護者
● 日　時　２月 26 日（水）
　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分
● 場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　　　　　　　　　　　　　（☎㉓５１９７）

軽
自
動
車
な
ど
の
各
種

届
け
出
は
お
早
め
に

２

月

７

日

は

北

方

領

土

の

日

創
立
50
周
年
記
念

野

球

講

演

会

伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

『
い
ま
り
』
記
念
式
典



　
県
立
高
等
学
校
再
編
整
備
実
施

計
画
（
た
た
き
台
）
に
係
る
地
区

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
２
月
11
日
（
火
・
祝
）

                          
午
前
10
時

● 

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

問
合
先
　
　
佐
賀
県
教
育
庁
県

　
立
高
校
再
編
整
備
推
進
室

      

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
４
２
４
）

　
相
続
や
遺
言
、
遺
産
分
割
な
ど

暮
ら
し
の
な
か
で
の
悩
み
や
心
配

ご
と
な
ど
が
あ
る
人
は
気
軽
に
来

場
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
約

は
不
要
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

チャンネル
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● 

日
　
時
　
２
月
22
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

● 

場
　
所
　
伊
万
里
公
民
館

● 

問
合
先
　
佐
賀
県
行
政
書
士
会

　
伊
万
里
・
西
松
浦
支
部
・
林

　
　
　
　
　    

（
☎
㊷
３
０
９
４
）

● 

日
　
時
　
２
月
23
日
（
日
）　

　
　      

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

● 
場
　
所
　
伊
万
里
梅
園（
藤
ノ
尾
）

● 
内
　
容
　
餅も

ち

つ
き
、
市
内
小
学

校
う
め
学
習
発
表
、
梅
の
種
飛
ば

し
大
会
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

● 

ふ
れ
あ
い
市
場
　
梅
干
し
や

梅
酒
な
ど
の
直
売
、
軽
食
（
梅

ジ
ュ
ー
ス
、
梅
ご
は
ん
な
ど
）

● 

問
合
先
　
　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
営
農

　
畜
産
部
（
☎
㉓
５
５
６
０
）

　
有
田
窯
業
大
学
校
で
は
、
学
生
生

活
の
集
大
成
で
あ
る
卒
業
制
作
の

作
品
展
を
開
催
。入
場
は
無
料
で
す
。

● 

期
　
間
　
２
月
18
日
（
火
）
〜
23

日
（
日
）　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

● 

場
　
所

　
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館

● 

問
合
先
　
佐
賀
県
立
有
田
窯
業

　
大
学
校
（
☎
㊷
３
１
４
４
）

　
言
語
聴
覚
士
の
資
格
を
持
ち
、

市
子
ど
も
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
園
で
、
障
害
児
童
に
言

伊万里スポーツ
Ｇｏ！Ｇｏ！

スポーツはチカラ。健康はタカラ。

★
★

★
★

● 期　　日　３月 21 日（金・祝）
● 場　　所　国見台体育施設ほか
● 申込期間　２月６日（木）〜３月 12 日（水）
①第21 回さわやかスポーツ・レクリエーション祭
▷種目および対象　ソフトバレーボール（小学生・女性・

シニア混合・一般混合）、インディアカ（女性・一般
混合）、ペタンク（小学生以上）

▷開催時間　午前８時 30 分〜
▷参加料　　500 円
②第 11 回伊万里っ子・キッズスポーツフェスティバル
※ 雨天の場合は中止します。
▷種目と対象　キッズラン、キッズサッカー、キッズ

バレー、キッズベースボール（３歳〜小学１、２年生）
▷開催時間　午前９時〜
▷参加料　　無　料
● 申込・問合先　体育保健課（　 ☎㉓３１８７）

伊万里スプリングスポーツデイのご案内

さあ楽しもう！

語
機
能
の
専
門
指
導
を
す
る
人
を

１
人
募
集
し
ま
す
。

● 

委
託
期
間
　
４
月
１
日
（
火
）

〜
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

● 

申
込
期
限
　
２
月
28
日
（
金
）

● 

指
導
日
　
月
２
回
（
午
後
）

● 

委
託
料
　
１
万
円（
指
導
業
務
１
回
）

● 

申
込
・
問
合
先
　

▽
福
祉
課
社
会
福
祉
係

               

（
☎
㉓
２
１
５
６
）

▽
伊
万
里
福
祉
会
（
☎
㉒
３
９
３
３
）

● 

業
務
内
容
・
募
集
人
員

　
長
浜
浄
水
場
運
転
監
視
　
１
人

● 

委
託
期
間
　
４
月
１
日
（
火
）

      

〜
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

※
業
務
成
績
が
優
秀
な
場
合
は
、

　
１
年
を
単
位
と
し
て
契
約
を
更

　
新
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

● 

応
募
資
格
　
昭
和
29
年
４
月
２

　
日
か
ら
昭
和
39
年
４
月
１
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
人

● 

応
募
方
法
　
市
水
道
部
備
え  

付

け
の
業
務
受
託
者
募
集
仕
様
書

を
閲
覧
、
了
承
の
う
え
履
歴
書
１

通
と
、
自
己
な
ど
が
暴
力
団
員
な

ど
で
な
い
旨
の
誓
約
書
の
提
出

● 

応
募
期
間

　
２
月
14
日
（
金
）
〜
28
日
（
金
）

● 

面
接
日
（
予
定
）　
３
月
上
旬

● 
申
込
・
問
合
先
　
水
道
部
管
理
課

              

（
　
☎
㉓
５
４
０
０
）

工
業
用
水
道
施
設

運
転
監
視
業
務
受
託
者

ぼ
し
ゅ
う

　旬な体験をしながらの出会いはいかがですか。
　ランチは、伊万里牛ハンバーグを食べましょう！
●日　時　２月 23 日（日）午前９時 30 分〜午後５時
●参加料　無　料（ランチ代などは実費負担が必要）
● 定　員　男女各 12 人
● 申込方法　電話かメール
● 申込期限　２月 12 日（水）
● 申込・問合先　婚活応援課（　 ☎㉓２９５０）
※ メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

イチゴ狩り＆ケーキ作り 言
語
機
能
を
専
門
に

指
導
し
ま
せ
ん
か

伊
万
里
梅
ま
つ
り

行
政
書
士
無
料
相
談
会

    婚活イベントの紹介

有
田
窯
業
大
学
校

卒

業

制

作

展

※お詫びと訂正　広報伊万里１月号掲載の『60 歳の市内一周駅伝競走大会』の記事、４ページ左下
写真の氏名に誤りがありました。ご迷惑をおかけしましたことをお詫びして、訂正いたします。

　【誤】立石健太選手　→【正】中島　剛選手

㈱エコライフ・ニブ
伊万里市二里町大里336-8

二里公民館横

☎（0955）20-4188

202

展示場
ココ二里

小学校

ホンダさん

トヨタ
さん

至 有田→

ワンダーランド
さん

いすゞ
さん

二里
公民館

↑
至
津
唐

至
保
世
佐
↓

太陽光発電
実績
No.1 ●高信頼性…安心の国産長期保証！

●高変換効率…しっかり発電し売電するのか
●他国産メーカーと比較し適正価格なのか
●そして何かあった時すぐ来てくれる地元なのか

増税前にまず考えるなら…

三菱太陽光発電は1kw40万円から

発電した電気を全て売る事も可能！
個人でも、事業用でも人気は10kw以上！

遊休地を有効利用！
全量買取
制度

野立てタイプ

住宅屋根タイプ

県
立
高
校
再
編
に

つ
い
て
の
説
明
会



毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

　
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

平
成
26
年
度
の
チ
ー
ム
登
録
の
受

付
を
行
い
ま
す
。

● 

受
付
日
時
　
２
月
13
日
（
木
）・

14
日
（
金
）　
午
後
６
時
〜
８
時

● 

場
　
所
　
国
見
台
協
会
事
務
所

● 

登
録
料
　
８
０
０
０
円

※
登
録
用
紙
は
、
協
会
事
務
局
、

各
町
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

●

問
合
先
　
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
事
務
局
・
松
本
（
☎
㉘

０
０
０
９
、　
⑳
２
０
４
０
）

　
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国
の
人

と
一
緒
に
な
っ
て
災
害
に
つ
い
て
考

え
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
３
月
９
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

● 

場
　
所
　
松
浦
公
民
館

● 

参
加
料
　
５
０
０
円
（
昼
食
代
、

　
保
険
料
を
含
む
）

● 

募
集
人
数
　
30
人

● 

対
　
象
　

　
市
民
、
外
国
人
（
高
校
生
以
上
）

● 

申
込
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

● 

申
込
期
限
　
２
月
28
日
（
金
）

● 

申
込
・
問
合
先
　
国
際
交
流
室

（
　
☎
㉒
７
０
４
６
、

　
　
　
　
㉒
７
２
１
３
）

182014.2

チャンネル

お知らせコーナー
チャンネル

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

● 

参
加
料
　
無
　
料

※
保
険
料
は
主
催
者
が
負
担
し
ま

す
。
お
茶
も
準
備
し
ま
す
。

● 

申
込
期
限
　
２
月
14
日
（
金
）

● 

申
込
方
法
　
郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
申
込
用
紙
は
各
町
公
民
館
、
地
域
振

興
・
公
共
交
通
対
策
課
に
あ
り
ま
す
。

● 

申
込
・
問
合
先
　
地
域
振
興
・

公
共
交
通
対
策
課

　
〒
８
４
８
‐
８
５
０
１

　
立
花
町
１
３
５
５
番
地
１

　
伊
万
里
市
役
所
　
地
域
振
興
・

公
共
交
通
対
策
課
（
　
☎
㉓

２
１
１
４
、
　
㉒
７
２
１
３
）

● 

日
　
時
　
２
月
23
日
（
日
）

午
前
９
時
〜

● 

場
　
所
　
東
陵
中
学
校
体
育
館

● 

受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

● 

参
加
資
格
　
中
学
生
以
上
の
イ

　
ン
デ
ィ
ア
カ
愛
好
者

● 

チ
ー
ム
編
成
　

　
１
チ
ー
ム
５
〜
８
人

● 

参
加
料
（
当
日
徴
収
）

　
１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

● 

申
込
方
法
　
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
申
込
用
紙
は
各
町
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。

● 

申
込
期
限
　
２
月
14
日
（
金
）

● 

申
込
・
問
合
先
　
大
会
事
務
局
・

　
波
多
（
☎
・
　
㉔
２
６
３
８
）

　
４
月
１
日
以
降
の
１
年
の
間

に
、
市
営
住
宅
に
空
室
が
出
た
と

き
に
順
次
入
居
す
る
た
め
の
入
居

予
備
者
を
募
集
し
ま
す
。

● 

募
集
団
地
　
立
花
、
大
坪
、
勝

　
田
、
楠
久
第
２
（
３
階
建
て
の

み
）、
大
久
保
、
立
岩
、
弁
天

● 

申
込
書
の
配
布

　
２
月
３
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

● 

受
付
期
間

　
２
月
17
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）

● 

申
込
書
の
配
布
・
受
付
場
所

　
市
役
所
２
階
　
建
設
課

※
３
月
20
日
（
木
）
に
抽
選
で
入

　
居
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

● 

問
合
先
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
４
６
４
）

　
植
樹
を
通
し
て
森
林
の
恵
み
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
森
林
を
守

り
育
て
る
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
井
手
口
川
ダ
ム
周

辺
施
設
へ
の
植
樹
（
県
民
参
加
の

森
林
づ
く
り
事
業
）
を
行
い
ま
す
。

● 

日
　
時
　
２
月
23
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

● 

場
　
所
　
井
手
口
川
ダ
ム
周
辺

　
施
設
（
大
川
町
）

● 

対
　
象
　
小
学
３
年
生
以
上

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

交

流

大

会

※
英
語
専
用
電
話
　kajiyam

a

　
　
　
　
　
　 

（
☎
㉓
８
０
８
８
）

● 

期
　
日
　
３
月
21
日
（
金
・
祝
）

● 

コ
ー
ス
　
大
川
内
町
周
辺

● 

内
　
容
　
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
に

挑
戦
し
て
焼
き
肉
の
材
料
を
獲

得
し
、
ゴ
ー
ル
後
は
、
焼
き
肉

大
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。

● 

参
加
資
格
　
少
年
ま
た
は
一
般

の
市
民
（
必
ず
チ
ー
ム
内
に
子

ど
も
を
含
む
）
で
構
成
す
る
１

組
３
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ

※
小
学
３
年
生
以
下
が
参
加
す
る

場
合
は
、
必
ず
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
で
す
。

● 

募
集
人
数
　
60
組
（
先
着
順
）

● 

参
加
料
　
１
組
２
０
０
０
円

● 

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
代

　
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
と
参
加
者
の
氏
名
、

年
齢
を
記
入
し
て
左
記
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
返
信
欄
に
は
何
も
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
　
２
月
21
日
（
金
）

● 

申
込
・
問
合
先

　
〒
８
４
８
‐
０
０
４
５

　
松
島
町
73
番
地
１

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

  

（
　
☎
㉓
２
６
５
８
）

FAX

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

チ
ー
ム
登
録
受
付

多
文
化
交
流
事
業

『
一
日
避
難
所
体
験
』

ス

タ

ミ

ナ

焼

肉

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

井

手

口

川

ダ

ム

周
辺
施
設
へ
の
植
樹

市

営

住

宅

入

居

者

予

備

者

FAX

FAX

FAX



お知らせコーナー
チャンネル

19 2014.2 広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先
法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（12 日・26 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第１木曜日
（６日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（20 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第 1・3 火曜日
（４日・18 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 毎週月〜金曜日 午前10時〜
午後４時

行政相談 第３金曜日
（21 日）

午前９時〜
正午

不動産相談
※ 佐賀県宅地建
　物取引業協会

第２木曜日
（13 日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

毎週金曜日 午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約

毎週金曜日 午前９時 30 分
〜午後３時 面接室

唐津年金
事務所

０９５５
　５１６１

身障者相談 第４木曜日
（27 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課

社会福祉係
㉓２１５６心の健康相談 毎週月・火・木・

金曜日
午前９時〜
午後３時 30 分

福祉課
社会福祉係

家庭で
　できる！

今月の省エネと
　　地球温暖化対策

入浴は間隔を空けずに
　お風呂に入るときは、家族で続けて入るなどできるだけ追い焚

だ

きをす

ることは避けましょう。この場合、お湯を張って２時間経過した後の

4.5℃低下したお湯（200 ㍑）を１回追い焚きする場合に比べ年間で、

　ガス 38.20 ㎥の省エネ、二酸化炭素 87.0kg の削減、

約 5,270 円の節約になります。

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http//www.eccj.or.jp/

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

★伊万里農林高校　
　平成 25 年度課題研究・就業体験発表会　
　６日（木） 午前９時 30 分開演 
                                      （☎㉓４１３８）
★伊万里小学校コーラス部定期演奏会
　バレンタインコンサート
　９日（日） 午後１時 30 分開演
                                      （☎㉓４１２８）

★伊万里市観光大使委嘱記念コンサート（有料）
　                              〜池田輝郎と共に〜
　23 日（日） 午後０時 30 分開演
                                      （☎ 　２２２１）

★ぜんざい会（図書館めばえの日）
　（図書館ホール）
　主催：図書館フレンズいまり
　23 日（日） 午前 11 時〜午後１時
◎同時開催　古本市（洋会議室）
　午前 10 時〜午後２時
★子どもミニ上映会（のぼりがまのおへや）
　毎月第３日曜日　午後２時 30 分
　子ども向けのアニメを上映します。
※ 催し物はすべて無料です。
★２月の休館日　
　３日、10 日、17 日、24 日、27 日（館内

整理休館）
※11 日（火・祝）は開館します。

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

２ 月 の 行 事
市民センター ☎㉒３９１１

２月の市民相談

　「配置薬業者から高額な健康食品を購入したが、結局のところ飲ん

でいない」という相談が寄せられています。配置薬と違い、健康食品

は買い取りになります。購入する際は、よく考えて慎重に行動するよ

うにしましょう。

● 問合先　伊万里市消費生活センター（☎㉓２１３６）

● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷毎週月・水曜日　　　午前 ９ 時〜午後４時（面接相談は要予約）

一人で悩まず
ご相談ください

72

健康食品の購入は慎重に！

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

お気軽に
ご相談
ください

タップ情報通信ITセンター
TEL 050-3385-8805
FAX 050-3737-9231

Windows７＆８へ乗り換えよう!

有限
会社タップ情報通信

〒848-0031
佐賀県伊万里市二里町
八谷搦380-3-2F（旧 隆泉堂）
Eメール

△

info@tap-net.com
URL

△

http://tap-net.com

伊万里郵便局

トライアル

マクドナルド

ローソン

マックスバリュ

伊万里駅

ガスト

タップ情報通信

TAP情報通信
ITセンター
（旧隆泉堂）

国道202号線

TaPTaP

TaP

WindowsXPのメーカーサポートが
2014年４月９日 に終了します。
サポート終了に伴い
ウイルス感染やデータ流出などの
リスクが高くなり
危険です！
この機会にぜひ
ご検討下さい！ 新品・中古パソコン各種販売しております。

データ移行、設定もお任せ下さい！

XP⇨Win７＆８へ
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人のうごき
平成 26 年１月１日現在
●人口　57,321 人　　（− 24）
　　男　27,420 人　　（−  7）
　　女　29,901 人　　（− 17）
●世帯　22,553 世帯   （− 15）

（　）は前月比

広報　　　　　  2014-2
■発行日／平成 26 年 2 月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社
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ら

か

室

集

編

船がにぎやかに巡行宝

 2014 年の『招福』を願って

伊万里

え び す 祭
↑モーモちゃんもえびす祭に参加 ↑福麺が当たって嬉しかったよ ↑福引き整理券は先着 300 人でした

↑大盛況の『が Buy さがん運動』公開抽選↑ 2014 年の七福神の皆さん↑えびすさんを探すスタンプラリーも同時開催

↑温かいぜんざいにも行列ができました

宝船に乗った七福神が、来場者に向かって開運豆を振る舞いながら商店街をパレード

　新春恒例の『伊万里えびす
祭』が１月12日、市街地商店
街で開かれました。
　祭りは、宝船に乗った七福
神が『開運豆』を振る舞いな
がら巡行するパレードや、伊
万里牛・福米・福麺などが当
たる招福福引き、また、福々
開運スタンプラリー『恵比寿
さんを探せ！』などが行われ、
『招福・開運』を求め訪れた多
くの人でにぎわいました。

　
え
び
す
祭
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当

日
は
、
新
春
古
伊
万
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
も
同

時
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
の
応
援
に
行
き
、
午
後
か
ら
小
雨
が
降
り
出

し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
取
材

と
い
う
こ
と
で
、せ
っ
か
く
な
の
で
私
も
『
福
』

に
あ
や
か
ろ
う
と
、
息
を
切
ら
し
な
が
ら
七
福

神
や
、
開
運
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
挑
戦
し
て
い

る
人
た
ち
を
追
い
か
け
た
り
、
福
引
き
で
見
事

『
え
び
す
賞
』
を
引
き
当
て
た
人
に
声
を
掛
け

た
り
す
る
な
ど
、
お
神
酒
だ
け
は
遠
慮
し
な
が

ら
楽
し
く
取
材
を
し
ま
し
た
。
こ
の
日
印
象
に

残
っ
た
の
は
、
ま
ち
な
か
に
点
在
し
て
い
る

え
び
す
さ
ん
た
ち
で
す
。
今
ま
で
、
身
近
な

と
こ
ろ
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
え
び
す
さ

ん
た
ち
が
居
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
２
百
数
十
年
も
前
に
建
立
さ
れ
た

も
の
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
一
つ
で
あ

る
『
仲
良
し
え
び
す
』
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

隣
に
座
っ
て
い
る
地
蔵
さ
ん
と
も
ず
っ
と
仲

良
し
の
こ
の
え
び
す
さ
ん
は
、
よ
そ
か
ら
来

た
人
も
含
め
み
ん
な
が
仲
良
し
に
な
れ
る
よ

う
ず
っ
と
前
か
ら
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
何
と
な
く
心
が
温
ま
る
お
話

で
、
一
緒
に
い
た
親
子
連
れ
も
同
じ
思
い
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
福
』
は
自
分

で
見
つ
け
る
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。（
令
）


